
 

４．いじめを行う者や被害者が心理的な問題を

抱えている場合、その状況を解決することが難し

くなります。心理的な不調があると、いじめを受

けたり行ったりする可能性が高まる場合がありま

す。 

５．家庭内での問題や不適切な教育環境が、い

じめの原因となる場合があります。家庭が安定し

ておらず、愛情や理解が不足している場合、子供

たちは自己肯定感を持ちにくくなり、いじめのリ

スクが高まります。 

６．インターネットやソーシャルメディアの普

及により、バーチャル空間でのいじめが増加して

います。匿名性や拡散の速さが、いじめの被害者

を特定しにくくし、対処を難しくしています。 

７．いじめに対する適切な法的枠組みや制度が

整っていない場合、いじめの報告や対処が遅れる

ことがあります。また、効果的な処罰や再発防止

策が不足している場合もあります。 

８．文化や価値観の影響：ある文化や地域で

は、いじめが一般的な行動として認識される場合

があります。これにより、いじめが容認される雰

囲気が生まれ、減少が困難になります。 

９．これらの要因が複雑に絡み合っており、単

一の解決策でイジメを完全に減少させることは困

難です。問題を解決するためには、教育、コミュ

ニケーション、心理的支援、法的枠組みの強化な

ど、多角的なアプローチが必要です。 

 

以上、答えてくれたのは ChatGPT です。 

なるほどね。という内容ですが、これじゃあイ

ジメはなくならないですよね。根が深い。                                         

 

 

  

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板秋号をお届けします！ 

リレー投稿『思うこと』－23－ 

－ 

イジメを憂いています 

石川 儀孝 

イジメを憂いています。 

不登校の生徒数が過去最悪を記録したと最近の

記事にありましたが、出社できない社会人も同じ

ように増加しているというのを肌で感じます。  

その背景にはイジメが大きく関わっていると思

います。イジメの次に起こるのは不登校やうつ

病、最悪の場合は死に至ります。 

旭川市の中学生だった廣瀬爽彩さんが壮絶なイ

ジメを受けた末に、雪の中から発見された事件

は、悲しくて悲しくて言葉がありません。  

なぜイジメがなくならないのか、ある方に聞い

てみました。 

１．教育機関や家庭での適切な教育が行われて

いない場合、いじめの深刻さやその影響について

理解が不足します。また、いじめの予防や対処方

法についての知識が不足していることがありま

す。 

２．学校や家庭、地域社会におけるコミュニケ

ーションが不足している場合、問題が見過ごされ

る傾向があります。大人と子供たちがオープンで

健全な対話を持たない場合、いじめの兆候を見逃

す可能性が高まります。 

３．グループ内での承認欲求や仲間外れの恐れ

が、いじめの発生を助長することがあります。特

定のグループや社会的な期待に適合しようとする

心理的なプレッシャーが、いじめの原因となる場

合があります。 



県運営部・学習グループの活動状況など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋田県運営部への問い合わせなどにご利用ください。  

運営部長連絡先 080-9259-6005 

メール jaico_akita●yahoo.co.jp 

 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換え

てご利用ください 

 

 


